
古
川
哲
史
名
誉
教
授
寄
贈
の
武
士
道
の
古
典
紹
介

魚
住
孝
至

平
成
十
六
年
十
一
月
、
古
川
哲
史
名
誉
教
授
か
ら
、
江
戸
時
代
の
武
士
道

書
二
十
一
点
百
六
十
一
冊
が
国
際
武
道
大
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
書
は
、
武
士
道
研
究
に
と
っ
て
も
国
際
武
道
大
学
に
と
っ
て
も
重
要
で

あ
る
の
で
、
成
澤
三
雄
学
長
の
許
可
を
得
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

古
川
哲
史
名
誉
教
授
の
武
士
道
研
究

今
回
の
寄
贈
書
は
、
武
士
道
研
究
の
大
家
の
古
川
哲
史
先
生
が
ご
自
身
で

研
究
す
る
た
め
に
集
め
ら
れ
た
貴
重
な
書
籍
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
ま
ず
先
生

の
簡
単
な
紹
介
を
し
て
お
き
た
い
。

古
川
先
生
は
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
昭
和

十
年
（
一
九
三
五
）
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
卒
業
。
戦
前
の
東
京
帝
国
大
学

か
ら
戦
後
の
東
京
大
学
で
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
の
定
年
退
職
ま
で

長
年
研
究
と
教
育
に
携
わ
り
、
多
く
の
研
究
者
を
育
て
ら
れ
た
。
東
京
大
学

名
誉
教
授
。
亜
細
亜
大
学
前
教
授
。
本
学
名
誉
教
授
。
日
本
思
想
史
学
会
、

日
本
倫
理
学
会
、
日
本
道
徳
教
育
学
会
の
会
長
・
理
事
な
ど
を
長
年
務
め
、

紫
綬
褒
章
を
受
け
ら
れ
た
。
今
年
九
十
四
歳
に
な
ら
れ
る
が
、
武
士
道
の
研

究
を
続
け
、
ま
た
詩
歌
も
作
ら
れ
て
い
る
。

主
著
『
理
想
的
日
本
人
』（
毎
日
新
聞
社
）、『
日
本
的
求
道
心
』（
理
想
社
）、

『
広
瀬
淡
窓
』（
思
文
閣
）、『
定
本
斎
藤
茂
吉
』（
有
信
堂
）
な
ど
著
書
多
数
で
、

『
日
本
思
想
史
講
座
』（
雄
山
閣
）、『
道
徳
教
育
講
座
』（
角
川
書
店
）、『
和
辻

哲
郎
全
集
』（
岩
波
書
店
）、『
西
村
茂
樹
全
集
』（
思
文
閣
）
な
ど
編
著
も
多
い

が
、
こ
こ
で
は
武
士
道
関
係
の
研
究
に
絞
っ
て
紹
介
す
る
。

ま
ず
「
武
士
道
は
死
ぬ
こ
と
と
見
つ
け
た
り
」
と
い
う
一
句
で
知
ら
れ
る

『
葉
隠
』の
研
究
が
有
名
で
あ
る
。『
葉
隠
』は
、
十
八
世
紀
初
期
、
佐
賀
藩
士

で
あ
っ
た
山
本
常
朝
が
武
士
の
心
得
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
何
事
に
も

後
れ
を
と
ら
ぬ
よ
う
死
に
狂
い
で
藩
を
一
人
で
担
う
気
合
で
主
君
に
献
身
す

る
激
烈
な
こ
と
が
書
い
て
あ
る
の
で
、
江
戸
時
代
に
は
佐
賀
藩
で
も
写
本
の

形
で
秘
蔵
さ
れ
て
お
り
、
明
治
以
後
も
佐
賀
の
一
部
で
知
ら
れ
て
い
た
だ
け

で
あ
っ
た
。
先
生
は
、『
葉
隠
』の
写
本
八
種
類
を
調
査
・
整
理
し
、
本
文
を

校
訂
し
て
昭
和
十
五
年
に
岩
波
文
庫
（
上
・
中
・
下
）
に
入
れ
ら
れ
た
。
戦

時
下
の
当
時
の
社
会
の
中
で
、
特
に
戦
場
に
赴
く
多
く
の
若
者
が
こ
の
本
を

持
っ
て
い
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
文
庫
本
に
よ
り
『
葉
隠
』
は
一
挙
に
武

士
道
の
古
典
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
本
は
、
今
日
な
お
増
刷
さ

れ
最
近
で
は
三
十
二
版
が
出
て
い
る
。
ま
た
昭
和
十
八
年
に
は
大
道
寺
友
山

の
『
武
道
初
心
集
』
を
岩
波
文
庫
に
入
れ
ら
れ
た
。『
武
道
初
心
集
』
も
、
十

八
世
紀
初
期
に
死
の
覚
悟
を
基
に
し
た
戦
国
武
士
の
気
風
に
儒
教
的
な
士
道

論
を
加
え
て
武
士
の
道
徳
を
説
い
た
本
で
あ
る
が
、
先
生
は
、
幕
末
に
流
行

し
た
松
代
藩
の
刊
本
は
原
本
に
大
幅
な
改
定
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、

原
本
を
伝
え
る
写
本
を
翻
刻
さ
れ
、
今
日
で
も
こ
の
本
が
研
究
の
テ
キ
ス
ト

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
昭
和
二
十
五
年
に
は
、
十
七
世
紀
初
期
に
武
田
信
玄

の
事
蹟
を
中
心
に
語
ら
れ
た
『
甲
陽
軍
鑑
』
の
第
一
冊
（
巻
六
ま
で
）
を
岩

波
文
庫
で
出
さ
れ
た
。
多
く
の
刊
本
・
異
本
を
整
理
し
て
校
訂
し
た
本
文
で

あ
る
が
、
第
二
冊
以
降
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

著
書
『
武
士
道
の
思
想
と
そ
の
周
辺
』（
福
村
書
店
・
一
九
五
七
）
は
、
新
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渡
戸
稲
造
の
『
武
士
道
』
以
来
、
特
に
戦
時
下
で
盛
ん
に
言
わ
れ
た
「
武
士

道
精
神
」
な
ど
と
は
別
に
、
着
実
な
思
想
史
的
な
研
究
に
基
づ
い
た
学
問
的

書
物
で
、
今
日
で
も
武
士
道
研
究
の
古
典
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
第
一

部
は
武
士
道
の
流
れ
の
概
説
で
、
特
に
『
甲
陽
軍
鑑
』
の
思
想
を
紹
介
し
、

第
二
部
は
『
葉
隠
』
と
そ
の
思
想
、
第
三
部
は
『
武
道
初
心
集
』
と
そ
の
思

想
を
論
じ
て
い
る
。「
も
っ
と
も
固
有
の
武
士
道
」
は
「
戦
国
武
士
の
道
を
背

景
と
し
て
『
甲
陽
軍
鑑
』
に
お
い
て
初
め
て
本
格
的
に
自
覚
形
成
さ
れ
、
そ

の
多
少
の
影
響
の
下
に
小
笠
原
昨
雲
の『
武
士
道
功
者
書
』、『
軍
法
侍
用
集
』、

『
諸
家
評
定
』
な
ど
を
経
て
、
享
保
の
前
後
に
及
ん
で
『
葉
隠
』
や
『
武
道
初

心
集
』
な
ど
に
お
い
て
明
確
な
自
覚
形
成
さ
れ
た
も
の
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

戦
前
・
戦
後
に
上
述
の
三
著
の
テ
キ
ス
ト
を
出
さ
れ
、
本
学
に
関
係
さ
れ
て

か
ら
は
『
軍
法
侍
用
集
』
の
翻
刻
を
出
版
し
、
続
い
て
『
諸
家
評
定
』
も
本

紀
要
で
翻
刻
を
完
結
し
、
今
年
出
版
の
予
定
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
重
要

文
献
を
ほ
ぼ
全
て
活
字
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
度
寄
贈
さ
れ
た
書
籍

は
、
ま
さ
に
こ
の
「
も
っ
と
も
固
有
の
武
士
道
」
の
原
典
を
集
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

国
際
武
道
大
学
と
の
関
係

先
生
は
、
国
際
武
道
大
学
の
設
立
構
想
時
か
ら
教
員
人
事
な
ど
の
相
談
に

乗
ら
れ
、
一
九
八
四
年
の
開
学
時
か
ら
は
客
員
教
授
と
し
て
必
修
科
目
「
武

道
概
論
」
を
担
当
さ
れ
、
九
五
年
ま
で
講
義
さ
れ
た
。
本
学
開
学
翌
年
に
出

来
た
日
本
武
道
館
の
武
道
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
後
に
本
学
に
移
管
さ
れ
、

現
在
の
武
道
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
所
と
な
る
）
の
運
営
委
員
と
な
り
、
研

究
体
制
の
確
立
に
力
を
尽
く
さ
れ
た
。
特
に
講
義
後
、
武
士
道
研
究
と
し
て

江
戸
初
期
の
軍
法
書
『
軍
法
侍
用
集
』
の
解
読
を
筆
者
と
羽
賀
久
人
助
手
（
当

時
）
と
に
指
導
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
の
成
果
は
、
研
究
セ
ン
タ
ー
と
研
究
所

の
年
報
に
計
七
回
に
わ
た
っ
て
解
題
・
翻
刻
を
連
載
さ
れ
、『
戦
国
武
士
の
心

得
―
『
軍
法
侍
用
集
』
の
研
究
』（
ぺ
り
か
ん
社
・
二
〇
〇
一
）
と
し
て
出
版

さ
れ
た
。
続
い
て
平
成
十
三
年
度
か
ら
『
諸
家
評
定
』
の
翻
刻
を
研
究
所
年

報
と
本
紀
要
に
計
八
回
連
載
さ
れ
、
紀
要
本
号
で
完
結
、『『
諸
家
評
定
』―
武

士
道
論
の
成
立
』（
新
人
物
往
来
社
）
と
し
て
出
版
予
定
で
あ
る
。
ま
た
本
紀

要
第
一
号
に
「『
葉
隠
』
の
四
誓
願
」
を
特
別
寄
稿
さ
れ
た
他
、
日
本
武
道
館

の
月
刊
『
武
道
』
の
国
際
武
道
大
学
特
集
の
対
談
に
も
三
度
登
場
、
ま
た
同

誌
に
「『
葉
隠
』
の
世
界
」、「
献
身
の
道
統
」
の
題
で
長
く
連
載
さ
れ
た
。『
葉

隠
の
世
界
』
は
単
行
本
（
思
文
閣
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
本
学
の
第
一
回
大
学
祭
の
折
、
岸
野
雄
三
副
学
長
（
当
時
）
の
強

い
希
望
に
よ
り
、
今
回
の
寄
贈
書
を
お
借
り
し
て
大
学
図
書
館
で
展
示
し
た
。

同
様
の
展
示
は
一
九
九
八
年
の
松
前
重
義
記
念
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
で
も
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
縁
か
ら
、
今
回
一
括
し
て
国
際
武
道
大
学
に

寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

寄
贈
書
の
紹
介

寄
贈
さ
れ
た
書
目
は
、
表
１
の
通
り
、
二
十
一
点
百
六
十
一
冊
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
分
類
し
て
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

表
１．

古
川
哲
史
氏
寄
贈
本
リ
ス
ト

書
名

巻
数

冊
数

著
者
・
編
者

成
立
・
刊
行
年

１．

諸
家
評
定

二
十
巻

２０

小
笠
原
昨
雲

明
暦
四
年
（
一
六

五
五
）
刊

２．

甲
陽
軍
鑑

巻
八
〜
巻

二
十

１３

高
坂
昌
信

原
作

万
治
二
年
（
一
六

五
九
）
刊
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３．

改
正
新
版

甲
陽
軍
鑑

二
十
二
巻

１０

高
坂
昌
信

原
作

元
禄
十
二
年
（
一

六
九
九
）
刊

４．

甲
陽
軍
鑑

縮
刷
版

二
十
二
巻

１０

高
坂
昌
信

原
作

元
禄
十
二
年
（
一

六
九
九
）
刊

５．

甲
陽
軍
鑑

抜
粋

１

高
坂
昌
信

原
作

巻
十
五
を
抜
粋
し

た
写
本

６．

信
玄
全
集

二
十
二
巻

目
録

２５

（
甲
陽
軍
鑑

異
本
）

寛
文
年
間
（
一
六

六
一
〜
七
三
）
刊

７．

信
玄
全
集
末

書

二
十
巻

巻
十
欠

１９

（
甲
州
流

軍
学
書
）

寛
文
年
間
（
一
六

六
一
〜
七
三
）
刊

８．

兵
法
雄
鑑

乾
坤

２

北
条
氏
長

正
保
二
年
（
一
六

四
五
）
版
の
写
本

９．

岩
淵
夜
話

上
下

２

大
道
寺
友
山

享
保
元
年
（
一
七

一
六
）
版
の
写
本

１０．

霊
巌
夜
話

上
下

２

大
道
寺
友
山

享
保
四
年
（
一
七

一
九
）
版
の
写
本

１１．

落
穂
集
追
加

十
巻

５

大
道
寺
友
山

享
保
十
三
年
（
一

七
二
八
）
版
写
本

１２．

参
考
落
穂
集

三
巻

７

柏
崎
永
以

寛
政
六
年
（
一
七

九
四
）
版
の
写
本

１３．

武
隠
叢
話

九
巻

目
録

１０

国
枝
清
軒

延
宝
八
年
（
一
六

八
〇
）
版
の
写
本

１４．

孫
子
国
字
解

十
三
巻

１０

荻
生
徂
徠

寛
延
三
年
（
一
七

五
〇
）
刊

１５．

孫
子
俚
諺
抄

上
下

１

神
田
白
龍
子

享
保
年
間
（
一
七

一
六
〜
三
六
）
刊

１６．

絵
本
孫
子

童
観
抄

十
三
巻

１４

中
村
経
年

編
輯

安
政
三
年
（
一
八

五
六
）
刊

１７．

改
正
人
国
記

上
下

２

元
禄
十
四
年
（
一

七
〇
一
）
刊

１８．

諸
子
男
子
訓

上
下

２

井
沢
長
秀

享
保
四
年
（
一
七

一
九
）
版
の
写
本

１９．

切
腹
介
錯
式

輯
略

１

寛
文
十
一
年
（
一

六
七
一
）
版
写
本

２０．

武
士
初
学

指
南

１

享
和
二
年
（
一
八

〇
二
）
版
の
写
本

２１．

甲
陽
軍
鑑

４

酒
井
憲
二

解
題

（
尊
経
閣
蔵
刊
本

の
影
印
本
）

１．

『
諸
家
評
定
』

刊
本
全
二
十
冊

小
笠
原
昨
雲
の
軍
法
書
。
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
成
立
で
、
明
暦
四

年
（
一
六
五
八
）
刊
行
。
戦
国
時
代
の
武
士
た
ち
の
多
く
の
行
状
を
載
せ

評
し
た
も
の
で
、
合
戦
時
か
ら
平
時
ま
で
の
「
武
士
の
嗜
み
」
が
詳
し
く

語
ら
れ
て
い
る
。「
武
士
道
」の
語
も
使
わ
れ
て
お
り
、
江
戸
初
期
の
武
士

道
論
の
初
発
の
形
が
見
ら
れ
る
。
本
紀
要
と
研
究
所
年
報
に
計
八
回
に
わ

た
っ
て
翻
刻
し
た
底
本
で
あ
る
。

２．

『
甲
陽
軍
鑑
』

刊
本
等
六
種
計
七
十
八
冊
と
影
印
本
四
冊

『
甲
陽
軍
鑑
』は
、
甲
斐
の
武
将
・
武
田
信
玄
と
そ
の
子
勝
頼
の
二
代
の

事
蹟
を
記
し
た
軍
記
物
語
。
信
玄
の
遺
臣
・
高
坂
弾
正
信
昌
の
原
作
で
、

そ
の
没
後
も
書
き
継
が
れ
、
最
終
的
に
は
小
幡
景
憲
が
編
集
に
関
わ
っ
た

と
言
わ
れ
、
元
和
末
（
一
六
二
三
）
頃
ま
で
に
は
成
立
。
川
中
島
の
合
戦

で
の
山
本
勘
助
の
活
躍
や
、
信
玄
と
上
杉
謙
信
の
一
騎
討
ち
の
場
面
な
ど

魚住：古川名誉教授寄贈書の紹介１５７



は
、
本
書
に
基
づ
く
話
で
あ
る
。
小
幡
景
憲
は
本
書
の
研
究
を
基
に
し
て

甲
州
流
軍
学
を
始
め
た
。
江
戸
時
代
に
は
武
士
に
最
も
愛
読
さ
れ
た
書
の

一
つ
で
あ
り
、
各
種
刊
本
が
多
く
、
明
治
以
後
何
度
も
活
字
化
さ
れ
て
い

る
。
刊
本
に
よ
っ
て
本
文
が
多
少
異
な
る
。
先
生
は
、
八
種
類
の
刊
本
の

本
文
を
比
較
し
、
二
系
統
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
今
回
寄
贈
さ
れ
た

の
は
、
広
く
流
布
し
た
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
版
の
十
三
冊
、
元
禄
十

二
年
（
一
六
九
九
）
改
正
新
版
の
十
冊
、
同
年
の
縮
刷
版
十
冊
、
ま
た
『
甲

陽
軍
鑑
』
を
改
編
し
た
『
信
玄
全
集
』（
寛
文
年
間
一
六
六
一
〜
一
六
七
三
）

全
二
十
五
冊
と
、
そ
れ
を
基
に
軍
学
的
に
ま
と
め
た『
信
玄
全
集

末
書
』

十
九
冊
で
あ
る
。
ま
た
『
甲
陽
軍
鑑
』
の
巻
十
五
を
抜
粋
し
た
写
本
も
あ

る
。さ

ら
に
流
布
本
以
前
に
元
和
末
頃
に
出
さ
れ
た
か
と
見
ら
れ
る
尊
経
閣

１．諸家評定 刊本全２０冊

２．甲陽軍鑑 刊本６種類計７８冊
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蔵
の
刊
本
の
影
印
版
『
甲
陽
軍
鑑
』
四
冊
（
酒
井
憲
二
解
題
・
勉
誠
社
）

も
同
時
に
寄
贈
さ
れ
た
（
リ
ス
ト
２１
）。

３．

『
兵
法
雄
鑑
』

写
本
全
二
冊

北
条
氏
長
の
軍
学
書
。
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
成
立
。
氏
長
は
、
小

幡
景
憲
の
弟
子
で
甲
州
流
軍
学
を
学
ん
だ
が
、
本
書
に
お
い
て
、
中
世
以

来
の
日
取
・
方
角
の
吉
凶
な
ど
の
呪
術
的
な
要
素
を
省
き
軍
法
を
合
理
的

に
ま
と
め
直
し
た
北
条
流
軍
学
を
始
め
た
。
城
の
構
え
や
陣
形
な
ど
の
図

も
入
っ
た
大
判
の
写
本
で
あ
る
。

４．

大
道
寺
友
山
関
連
書

写
本
四
種
計
十
四
冊

お
こ

大
道
寺
友
山
は
、
北
条
氏
長
門
か
ら
山
鹿
流
軍
学
を
興
す
と
と
も
に
儒

教
的
な
士
道
論
を
始
め
た
山
鹿
素
行
の
弟
子
で
あ
り
、『
武
道
初
心
集
』の

著
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
晩
年
に
は
戦
国
期
の
逸
話
を
大
量
に
書
き
残

し
て
い
る
。『
岩
淵
夜
話
』
全
二
冊
と
『
霊
巌
夜
話
』
全
二
冊
は
、
徳
川
家

康
（
父
が
家
康
の
子
忠
長
に
仕
え
た
関
係
）
の
逸
話
を
六
十
歳
代
に
書
い

た
も
の
で
、
こ
れ
ら
を
基
に
し
て
二
十
数
年
後
の
享
保
十
二
年
（
一
七
二

七
）
に
家
康
の
事
蹟
を
編
年
体
で
著
し
た
『
落
葉
集
』
全
三
十
巻
を
完
成

３．兵法雄鑑 写本２冊

４．大道寺友山関連書 写本４種類計１６冊
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し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
増
補
す
る
形
で
『
追
加
落
穂
集
』
全
五
巻
を
著
し
た
。

『
参
考
落
葉
集
』
全
七
巻
は
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
柏
崎
永
以
具
元

が
、『
落
穂
集
』に
あ
る
友
山
の
問
い
を
書
き
写
し
て
、
そ
れ
に
答
え
る
形

で
書
い
た
も
の
で
、『
落
穂
集
』を
補
う
と
と
も
に
友
山
研
究
の
た
め
の
基

礎
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

５．

『
武
隠
叢
書
』

写
本
全
十
冊

国
枝
清
軒
著
で
、
大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
か
ら
天
正
十
四
年
（
一
五

八
六
）
ま
で
の
戦
国
武
士
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
状
、
武
辺
の
逸
話
を
集
め
た

は
な
し

も
の
で
、
別
名
『
武
辺
噺
聞
書
』
と
も
言
う
。
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）

成
立
。
全
目
録
を
合
わ
せ
た
揃
い
の
写
本
で
あ
る
。

６．

『
孫
子
』
注
釈
書

刊
本
三
種
計
二
十
五
冊

『
孫
子
』は
中
国
兵
法
の
古
典
と
し
て
、
中
世
以
来
日
本
の
軍
法
・
軍
学

の
根
本
に
さ
れ
て
い
た
。
江
戸
に
入
っ
て
か
ら
も
、
林
羅
山
、
山
鹿
素
行
、

新
井
白
石
な
ど
の
『
孫
子
』
注
釈
書
が
数
多
く
著
わ
さ
れ
た
。

荻
生
徂
徠
著
『
孫
子
国
字
解
』
全
十
冊
。
徂
徠
は
古
文
辞
学
の
儒
学
者

と
し
て
有
名
だ
が
、
元
来
「
文
武
一
途
」
と
し
て
軍
学
へ
の
関
心
も
深
く
、

５．武隠叢話 写本 全１０冊

６．孫子注釈書 刊本３種類計２６冊
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中
年
期
の
元
禄
末
（
一
七
〇
三
）
頃
、『
孫
子
』
を
逐
一
注
釈
し
た
書
で
、

説
明
に
は
剣
術
の
例
も
出
し
て
い
る
。
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
の
刊
本
。

神
田
白
龍
子
『
孫
子
俚
諺
解
』。
著
者
の
白
龍
子
は
講
釈
師
で
あ
る
が
、

武
道
・
武
士
道
へ
の
造
詣
が
深
く
、
佚
斉
樗
山
の
剣
術
書『
天
狗
芸
術
論
』

の
序
も
書
い
て
い
る
。『
孫
子
』を
か
な
り
自
由
に
解
説
し
て
い
る
。
表
紙

裏
に
「
享
保
年
間
（
一
七
一
六
〜
三
六
）
開
板
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

『
絵
本
孫
子
童
観
集
』（
全
十
四
冊
）
は
、
中
村
経
年
編
輯
で
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）の
刊
本
。
孫
子
の
本
文
を
、
日
本
の
合
戦
や
武
将
の
話
を
持

ち
出
し
て
説
明
し
、
所
々
に
絵
を
入
れ
て
読
み
や
す
く
し
た
も
の
。

７．

『
諸
子
男
子
訓
』

刊
本
全
二
冊

井
沢
蟠
龍
長
秀
著
。
長
秀
は
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
の
『
武
士
訓
』

全
五
巻
が
有
名
だ
が
、
本
書
は
そ
れ
よ
り
後
で
、
武
士
の
教
養
と
し
て
も

よ
り
専
門
的
な
書
き
方
を
し
て
お
り
、
特
に
第
三
冊
「
武
芸
伝
」
に
は
射

術
、
剣
術
、
槍
術
、
柔
術
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。

８．

『
改
正

人
国
記
』

刊
本
全
二
冊

諸
国
の
住
民
の
人
情
・
気
質
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
十
六
世
紀８．改正人国記刊本２冊、切腹介錯式輯略写本１冊、武士初学指南写本１冊

７．諸子男子訓 写本２冊
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中
葉
の
成
立
と
さ
れ
る
。
こ
の
中
の
伊
予
の
国
の
叙
述
に
あ
る「
武
士
道
」

の
語
が
、
文
献
に
現
わ
れ
る
「
武
士
道
」
の
最
も
古
い
用
例
と
言
わ
れ
て

い
る
。
本
書
は
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
刊
本
で
あ
る
。

９．

『
切
腹
介
錯
式
輯
略
』

写
本
一
冊

寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
成
立
で
、
切
腹
の
作
法
と
介
錯
の
や
り
方

も
書
い
た
も
の
。
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
筆
写
の
小
型
の
写
本
で
あ
る
。

１０．

『
武
士
初
学
指
南
』
写
本
一
冊

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
成
立
で
、
軍
記
物
語
な
ど
の
有
名
な
場
面
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
武
士
た
る
者
の
心
得
を
記
し
た
教
養
書
の
写
本
で

あ
る
。

お
わ
り
に

今
回
の
寄
贈
書
は
、
古
川
哲
史
名
誉
教
授
が
長
年
月
に
わ
た
る
武
士
道
研

究
の
中
で
集
め
ら
れ
た
非
常
に
貴
重
な
古
典
の
書
籍
で
あ
り
、「
武
道
」を
冠

す
る
本
学
は
ま
こ
と
に
相
応
し
い
蔵
書
を
得
た
こ
と
に
な
る
。
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